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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第64期
第３四半期
連結累計期間

第65期
第３四半期
連結累計期間

第64期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (百万円) 191,409 208,947 251,005

経常利益 (百万円) 6,290 7,069 7,001

四半期(当期)純利益 (百万円) 4,024 4,709 3,195

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 4,341 5,501 3,532

純資産額 (百万円) 32,776 36,417 31,960

総資産額 (百万円) 107,880 113,425 97,682

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 17.97 21.04 14.27

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 25.6 27.4 27.3

　

回次
第64期
第３四半期
連結会計期間

第65期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 11.69 9.58

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第64期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成２３年３月に発生した東日本大震災による甚大

な被害、その後の震災に伴う電力不足や放射性物質問題、更に円高、株安、欧州金融危機など引き続き厳しい

経済環境となりました。当業界におきましてもセシウム問題による国産牛肉の消費減退、消費者の低価格志

向による販売価格の下落とともに、原材料価格の高騰など、きわめて厳しいものとなりました。

　このような状況のなか、当社グループは「健康で豊かな食生活を創造するために安全・安心な商品を提供

し、社会と食文化の発展に貢献していく」という基本的な考えのもと、諸施策に取り組み収益の確保に努め

ました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の連結業績は、売上高は２,０８９億４７百万円（前年同期比９．

２％増）、営業利益は６７億９９百万円（同１１．６％増）、経常利益は７０億６９百万円（同１２．４％

増）、四半期純利益は４７億９百万円（同１７．０％増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

＜食肉事業本部＞

　食肉事業本部においては、引き続き低価格商品が中心となるマ－ケット展開や、国産牛肉の消費減退と

いった環境のなか、当社グループは輸入牛肉や豚肉のオリジナルブランド商品の安定供給、販売拡大に努め

た結果、売上高は６７６億７百万円（前年同期比２．６％増）となり、セグメント利益は１４億２７百万円

（同１７．９％減）となりました。

＜加工食品事業本部＞

　（ハム・ソーセージ部門）

　ハム・ソ－セ－ジ部門においては、「香薫ウインナ－」や「連タイプのロ－スハム・べ－コン」「生ハ

ム」などの重点商品の拡販に注力するとともに、新商品では「味わい造りウインナ－」やジョンソンヴィ

ル社との販売代理店契約に基づく商品の育成・販路拡大に努めました。生産面においては、引き続き生産ラ

インのスリム化・効率化を進め、コスト削減に努めました。

　（加工食品部門）

　加工食品部門におきましては、主力のハンバ－グ、から揚げ、焼き鳥などの商品を拡販してまいりました。

業務用商品においてもお客様のニ－ズに応えるべく積極的に商品開発を行い販路の拡大に努めてまいりま

した。
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以上の結果、加工食品事業本部（ハム・ソ－セ－ジ部門及び加工食品部門）においては、消費者の低価格志

向及び同業他社との競合激化という厳しい環境ではありましたが、売上高は１,４１０億４３百万円（前年

同期比１２．６％増）となり、セグメント利益は５３億３５百万円（同３０．３％増）となりました。

＜その他＞

　その他事業の売上高は２億９７百万円となり、セグメント利益は３６百万円となりました。

 

(2) 財政状態の分析

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ１５７億４２百万円増加の１,

１３４億２５百万円となりました。これは主に、売上債権が１２１億２３百万円、有形固定資産が２５億２

１百万円それぞれ増加したことによるものです。

　（負債）

　負債については、前連結会計年度末に比べて１１２億８５百万円増加の７７０億８百万円となりました。

主に、支払手形及び買掛金が９６億３百万円増加した一方、短期借入金が１５億５５百万円、退職給付引当

金が９億９３百万円それぞれ減少したことなどによるものです。

　(純資産)

　純資産については、前連結会計年度末に比べて、剰余金の増加により４４億５７百万円増加し、３６４億１

７百万円となりました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更および新たに

生じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発活動の総額は３億81百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 350,000,000

計 350,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 224,392,998224,392,998

東京証券取引所

大阪証券取引所

（各市場第１部）

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 224,392,998224,392,998― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年12月31日 ― 224,392 ― 3,363 ― 3,964

　

(6) 【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、該当事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式    553,000

(相互保有株式)
普通株式     27,000 

 
 ―

 
 ―

 
 ―

 
―

完全議決権株式(その他) 普通株式223,031,000 223,031 ―

単元未満株式 普通株式    781,998― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数         224,392,998― ―

総株主の議決権 ― 223,031 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、当社名義となっておりますが実質的に所有していない自己株

式が「株式数(株)」に1,000株および「議決権の数(個)」に１個それぞれ含まれております。

２　「単元未満株式」欄には、当社所有の自己保有株式が次のとおり含まれております。

　 自己保有株式 　 350株

② 【自己株式等】

　 　 　 　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

普通株式発行
済株式総数に
対する所有
株式数の割合
(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

プリマハム株式会社
東京都品川区東大井
３－17－４

553,000 ― 553,000 0.25

（相互保有株式） 　 　 　 　 　

株式会社新栄流通
サービス

茨城県土浦市下高津
４－12－６

27,000 ― 27,000 0.01

計 ― 580,000 ― 580,000 0.26

(注) １ 　このほか株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株(議決権１個)

　　　　　あります。なお、当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄に含めております。

       ２　株式会社新栄流通サ－ビスが所有する相互保有株式27,000株については、当第３四半期会計期間において当

           社が株式会社新栄流通サービスの株式を一部売却したことに伴い、相互保有株式に該当しなくなっておりま

           す。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。

　

EDINET提出書類

プリマハム株式会社(E00335)

四半期報告書

 6/18



第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成23年10月１日

から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,354 10,723

受取手形及び売掛金 22,775 34,898

商品及び製品 8,206 9,900

仕掛品 336 225

原材料及び貯蔵品 898 1,194

その他 3,535 3,567

貸倒引当金 △42 △18

流動資産合計 47,065 60,490

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 17,031 18,438

土地 18,639 18,729

その他（純額） 7,998 9,023

有形固定資産合計 43,670 46,191

無形固定資産 567 598

投資その他の資産

投資有価証券 4,082 3,651

前払年金費用 － 356

その他 2,408 2,311

貸倒引当金 △110 △174

投資その他の資産合計 6,380 6,144

固定資産合計 50,617 52,934

資産合計 97,682 113,425
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 24,344 33,948

短期借入金 6,455 4,900

1年内返済予定の長期借入金 3,472 3,720

未払法人税等 760 1,166

賞与引当金 991 424

役員賞与引当金 30 －

資産除去債務 18 －

その他 7,692 11,808

流動負債合計 43,765 55,968

固定負債

社債 210 125

長期借入金 12,061 12,695

退職給付引当金 4,806 3,813

役員退職慰労引当金 132 －

資産除去債務 84 85

その他 4,662 4,320

固定負債合計 21,957 21,040

負債合計 65,722 77,008

純資産の部

株主資本

資本金 3,363 3,363

資本剰余金 3,964 3,964

利益剰余金 17,111 21,203

自己株式 △61 △61

株主資本合計 24,377 28,470

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 443 444

繰延ヘッジ損益 △3 △5

土地再評価差額金 2,169 2,563

為替換算調整勘定 △295 △361

その他の包括利益累計額合計 2,314 2,640

少数株主持分 5,268 5,306

純資産合計 31,960 36,417

負債純資産合計 97,682 113,425
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 191,409 208,947

売上原価 156,318 172,563

売上総利益 35,090 36,383

販売費及び一般管理費 28,998 29,584

営業利益 6,092 6,799

営業外収益

受取利息及び配当金 93 94

持分法による投資利益 78 19

事業分量配当金 94 109

その他 427 572

営業外収益合計 693 795

営業外費用

支払利息 309 242

貸倒引当金繰入額 99 49

支払補償費 － 116

その他 86 116

営業外費用合計 495 525

経常利益 6,290 7,069

特別利益

投資有価証券売却益 8 0

負ののれん発生益 － 159

その他 14 24

特別利益合計 23 183

特別損失

固定資産売却損 219 5

固定資産除却損 163 66

減損損失 109 177

その他 113 105

特別損失合計 606 355

税金等調整前四半期純利益 5,707 6,897

法人税等 1,119 1,678

少数株主損益調整前四半期純利益 4,588 5,219

少数株主利益 564 509

四半期純利益 4,024 4,709
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 4,588 5,219

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △171 △1

繰延ヘッジ損益 1 △6

土地再評価差額金 － 393

為替換算調整勘定 △75 △102

持分法適用会社に対する持分相当額 △1 △1

その他の包括利益合計 △247 281

四半期包括利益 4,341 5,501

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,804 5,035

少数株主に係る四半期包括利益 536 465
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

(1) 連結の範囲の重要な変更

　①連結の範囲の変更

第１四半期連結会計期間において、連結子会社であったプリマサンショップ㈱は清算結了により、プリマフ

レッシュサプライ㈱はプリマロジスティックス㈱との合併により子会社でなくなったため、連結の範囲から除

外しております。

　②変更後の連結子会社数　　　 33社

(2) 持分法適用の範囲の重要な変更

　①持分法適用の範囲の変更

第１四半期連結会計期間において、関連会社であった㈱帯広公害防止技術センターは株式の一部売却により

関連会社でなくなったため、持分法適用の範囲から除外しております。

第２四半期連結会計期間において、関連会社であったイワテプリミート㈱は株式の一部売却により関連会社

でなくなったため、持分法適用の範囲から除外しております。

当第３四半期連結会計期間において、関連会社であった㈱新栄流通サービスは株式の一部売却により関連会

社でなくなったため、持分法適用の範囲から除外しております。

　②変更後の持分法適用会社数　　3社

(3) 連結子会社の事業年度等に関する事項の変更

　①連結子会社の事業年度の変更

従来、子会社の決算日と連結決算日が３か月を超えないことにより、各子会社の正規の決算を基礎として連結

決算を行っていた会社において、当期より決算期を３月31日に統一したことに伴い、当該各子会社については、

各四半期連結決算日（当第３四半期連結会計期間は12月31日）までの個別財務諸表を連結しております。

　②連結子会社の仮決算方式への変更

一部の子会社については、第１四半期連結会計期間より、四半期連結決算日において仮決算を行っておりま

す。

　

【会計方針の変更等】
　

　該当事項はありません。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

項目
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

税金費用の計算 　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算する方法を採用しております。

　

【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）　

  第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

  　 偶発債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対して、債務保証を行っております。

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

　
当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

(有)肉質研究牧場 538百万円　 (有)肉質研究牧場 470百万円

(有)かみふらの牧場 1,360  〃　 (有)かみふらの牧場 1,287  〃

その他２社および従業員 94  〃　 その他２社および従業員 78  〃

計 1,993百万円　 計 1,835百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

　　 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

   なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のと

   おりであります。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

減価償却費 3,018百万円 3,073百万円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 447 2.00平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 447 2.00平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント その他
（注1）
 

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注2）

食肉事業　
本部

加工食品　
事業本部

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 65,918125,221191,140 269 191,409 － 191,409

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

18,191 26 18,217 34 18,252△18,252 －

計 84,110125,248209,358 303 209,661△18,252191,409

セグメント利益 1,738 4,093 5,831 260 6,092 0 6,092

　（注）１「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報処理、

　　　　  商品検査事業等を含んでおります。

        ２セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント その他
（注1）
 

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注2）

食肉事業　
本部

加工食品　
事業本部

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 67,607141,043208,650 297 208,947 － 208,947

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

20,053 33 20,087 37 20,125△20,125 －

計 87,661141,076228,737 335 229,072△20,125208,947

セグメント利益 1,427 5,335 6,763 36 6,799 － 6,799

　（注）１「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報処理、

　　　　  商品検査事業等を含んでおります。

        ２セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　（固定資産に係る重要な減損損失）

　　　「加工食品事業本部」セグメントにおいて遊休状態の土地について177百万円の減損損失を計上

　　　しております。　　

　（重要な負ののれん発生益）

　　「加工食品事業本部」セグメントにおいて159百万円の負ののれん発生益を計上しております。

　　これは当社の子会社プライムデリカ㈱が同社の株式を少数株主から取得したことによるもの

　　です。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

　　１株当たり四半期純利益金額 17円97銭 21円04銭

    (算定上の基礎) 　 　

　　四半期純利益金額(百万円) 4,024 4,709

    普通株主に帰属しない金額 ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 4,024 4,709

    普通株式の期中平均株式数(株) 223,876,893 223,830,294

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載して

　　　　おりません。

　
(重要な後発事象)

　　　該当事項はありません。

　
２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月10日

プリマハム株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    古　　杉　　裕　　亮    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    湯　　川　　喜　　雄    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているプリ
マハム株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
(平成23年10月１日から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23
年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、プリマハム株式会社及び連結子会社の平成23
年12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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